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２１世紀の朝鮮通信使　ソウルー東京　

日韓友情ウォークの一行　　“江戸”に到着

４月１日にソウルを出発し、４００年前の朝鮮通信使の道筋を辿って東京を目指してきた“日韓友情ウォーク”の日本と韓国の有志約４０名が、目的地東京都千代田区の江戸城桜田門前に、５月１６日無事到着、歓迎を受けました。

ソウルから釜山まで約五百十四ｷﾛﾒｰﾄﾙを歩き、釜山からはフェリーやバスを乗り継いで大阪に。そして大阪からは再び歩き始め、ソウル出発から４６日目で全行程約千百ｷﾛﾒｰﾄﾙの行程を踏破しました。

第１３回　朝鮮通信使縁地連絡協議会　静岡大会が実施されました。

　　　朝鮮通信使縁地連絡協議会総会、同　研究会総会・研究発表会

　　　記念講演・シンポジウム・朝鮮通信使遺跡等フィールドワークが行われました。　　　　　　　　　　　　
朝鮮通信使４００周年記念事業　朝鮮通信使再現行列―静岡（駿府・興津）

　

静岡市の大御所駿府城入城４００年記念事業の一環として、５月１９日と２０日に朝鮮通信使の行列が再現されました。

　１９日は、朝方までの雨も上がり、行列の開始の頃には初夏の日差しのもと絶好の行列日和となりました。

　朝鮮通信使再現行列には、静岡市民ボランティアをはじめ在日韓国民団・朝鮮総連の方々、静岡朝鮮初中級学校の生徒、韓国の延世（ヨンセ）大学の学生、又、名古屋から韓国民族舞踊団の皆さんなど総勢３３０名あまりの参加による行列となりました。行列の編制や行進にあたっては、当日もプサンの朝鮮通信使文化事業会の指導、協力がありました。

行列の出発に先立ち、静岡市葵区の駿府城内で大御所に扮した石川嘉延静岡県知事と正使役の朴　鍾喆（パク・ジョンチョル）駐横浜韓国総領事による国書交換式を執り行った後、隊列を組んで駿府城東御門を出て、かつての駿府の城下町を約２時間にわたって練り歩きました。

民間レベルでの日本と韓国の交流の基礎ができたことを確認し、今後の通信使行列の再現と再会を約して解散となりましたが、そのあとにも歓談の輪ができ、別れを惜しむ光景がみられました。

又、２０日には、朝鮮通信使ゆかりの寺「清見寺」のある清水区興津の旧東海道興津宿で、通信使行列の再現が行われました。清見寺境内で、大御所役の小嶋善吉静岡市長と正使役の在日本韓国民団県地方本部の姜　再慶常任顧問とにより友好親善の国書の交換が行われました。

両日とも、沿道には多くの市民が出て行列を歓待し、成功裏の内に静岡における２００１年以来の記念すべき年の朝鮮通信使再現行列を終えることができました。

朝鮮通信使交流４００周年　日本・韓国交流親善シンポジウム

　　　　～～　次代へつなぐ善隣友好の道　～～　

　朝鮮通信使４００周年記念イベントと時を同じくして、“朝鮮通信使”交流議員の会と静岡市との主催、国土交通省中部運輸局の共催による日韓交流親善シンポジウムが、清水区の富士山を望む景勝地日本平において開催されました。

　会場の日本平ホテルには、地元朝鮮通信使イベント関係者、市議会・行政関係、の他、韓国の朝鮮通信使議員連盟の国会議員や日本側の交流議員の会の国会議員、又、韓国の延世大学の学生と静岡県立大学の学生が特別参加など５００名余の聴衆の参加がありました。

　主催者を代表して、小嶋善吉静岡市長、望月義夫国土交通副大臣、そして柳　明桓駐日韓国大使、交流議員の会代表河村建夫会長の挨拶がありシンポジウムは始まりました。　

元韓国国務副総理　權　五琦（クォン・オギ）氏による「朝鮮通信使とこれからの日韓関係」――東アジアの新時代における未来へのメッセージ――と題する基調講演

　（要旨）　「朝鮮通信使の故事は、お互いに理解しあおうとする気持ち、共通の話し合いの場を意味するもので、政治的の問題となっている教科書問題についても、日本人が韓国の歴史を書き、日本の歴史を韓国人や中国人が書く事を提案したい。そうした国民同志の行いにより、時間をかけて相互理解の裾野を広げていくことが大切。

　韓国と日本は、負の遺産、悲劇の歴史を消し去るのではなく、乗り越えていきたい。開かれたアジアを構築するために、日韓が互いに心を開くことが必要条件なのです。」

　　　パネルディスカッション　――次代へつなぐ善隣友好のあり方――

　パネリスト：　朴　　振（パク・ジン　　朝鮮通信使国会議員連盟）

　　　　　　　　李　成權（イ・ソンゴン　　同　議員連盟）

　　　　　　　　姜　　誠（カン・ソン　　ルポライター）

　　　　　　　　徐　永娥（ソ・ヨンア　　東亜日報東京支社支局）

　　　　　　　　上川陽子（かみかわ　ようこ　衆議院議員・同会　幹事）

　　原田令嗣（はらだ　よしつぐ　衆議院議員・“朝鮮通信使”交流議員

の会事務局長）

　　　　　　　　小針　進（こはり　すすむ　静岡県立大学国際関係学部教授）

　コーディネーター：：宮本倫明（地域ブランディング プロデューサー）

　　　――パネルディスカッション要旨――

　　　朴　氏　：　辛い過去をさけるのではなく、日韓で客観的な共通認識を持って乗り越える事が必要。政治的利害を超えた文化交流通して、未来に向けた信頼関係の構築を。

　　　李　氏　：　日韓関係改善のために、文化にもスポットを当てるべき。政治家やマスコミは、日韓の課題に過剰反応をしすぎ。冷静な対応を。

　　　徐　氏　：　日本の大衆文化は、韓国で大きく受け入れられている。歴史問題の解決のために合理的に対話ができる環境作りを。

　　　姜　氏　：　朝鮮通信使のような地域に眠る歴史的資源を再評価し、国際的交流に活かしていくことが大切。

　　　上川氏　：　日韓関係の歴史を相互に検証する場の必要性と日韓交流の“不幸”だけでなく、朝鮮通信使のような良好な関係にも注目。次代の日韓の歴史を築く若い世代の参加により新しい日韓の歴史の創造を。

　　　原田氏　：　朝鮮通信使の歴史から、信頼関係の重要性を学び、日韓の問題の解決を。民間交流の発展が国を動かす一歩となる。

　　　小針氏　：　韓流ブームが日韓関係悪化の中で起こった事は、文化の力の大きさを示すモノ。歴史認識を巡る過剰反応と無神経さを無くし、政治を安定化させること。

　コーディネーター宮本氏から、「４００年前から始まった『誠意を以て、信（まこと）を通わす』朝鮮通信使が果たしてきた歴史的意義、役割が現代的な意味においても高く評価される。日本と韓国は、未来に向け信頼関係を育み、助け合う関係を構築していくことが、東アジアの平和をもたらすことになる。今日の討論を『静岡メッセージ』世界に発信していくことを確認したい」との総括がなされシンポジウムを終了しました。

　　　　◆　静岡における一連の朝鮮通信使４００周年記念事業に対する朝鮮通信使文化事業会 姜　南周 執行委員長からのメッセージが、５月２１日付静岡新聞に掲載されましたので、ここに紹介させていただきます。

	　　　　　朝鮮通信使４００周年記念行事　　　　　　姜　南周

　　朝鮮通信使文化事業会は、朝鮮通信使が海を越え日本に渡ったプサンの地で、

日韓の通信使交流のため活動している。記念すべき四百周年に当たる本年五月五

日、プサンで行われた朝鮮通信使再現行列には、日本各地から行列に参加をいただ

き、一層意義深い行事となった。静岡からも「港かっぽれ」の一行が参加された。

感謝している。

　　静岡は歴史的には戦を終わらせて平和の基礎を固めた地域であり、その主人公

徳川家康が駿府城を築き、天下統一という夢を咲かせた街である。富士山の美しい

景色を背景に、鎖国中であるにもかかわらず朝鮮通信使による平和と文化の行列が

通ったところでもある。

　　韓国人である私は、私たちの祖先が徳川家康の招きでこの地に逗留したことを

を非常に意義深く考えている。ただ通り過ぎてしまってもおかしくない清見寺に

留まり、詩歌を詠んで絵画を残した。

　　朝鮮通信使文化事業会は、静岡市や清見寺と協力して、朝鮮通信使が清見寺に残

した所蔵品の図録をこの五月十一日に刊行したが、その一つである対話録（唱和集）が争いを清算しようという両国の努力を歴史的に証明している点にも大きな意義が認められる。

　　朝鮮通信使がこの地を通って四百年が過ぎた。当時の平和精神、文化精神が深み

を増して日韓、アジア、そして世界へと浸透していくことをひたすら祈っている。

　　今回、静岡で開かれた朝鮮通信使四百周年の行列再現、展示、そして日韓親善シ

ンポジウム、日韓議員交流会などの一連の行事は誠に意義深い。行事を通じて静岡

が歴史の花咲く街として末永く記憶され、何度も訪れたい街になることを心から願っ

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　（朝鮮通信使文化事業会執行委員長）




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	◎　編集担当からのお願い

　ニュースレターに掲載する、各地の朝鮮通信使関係事業計画や実施状況、又、お知らせ記事がありましたら、静岡市文化財課まで原稿又は資料等を送って下

さい。　　静岡市文化財課　　（担当：渡辺康弘）

　　　　　　　住　所：〒４２０－８６０２　　静岡市葵区追手町５番１号

メールアドレス：　　bunkazai@city.shizuoka.jp


